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o c､ 1分､ 50o C～55o C､ 2分､ 72o C､ 2分で合計35サイクルおこなった｡
新しく増幅された断片の塩基配列は､ Sa ∩ge rのジオキシターミナション法(6)香
用いてフアルマシアのオートシークエンサーにて確認した｡この中で,フオスデューシン
と類似性を持つものをプローブとしてジゴキシンでラベルし､ウシ網膜cDNAライブラリ
I(bovine九Zap Library)(stratagene, La JoLLa, CA, U.S･A･ )のスクリーニングをおこなったo
ハイプリグイゼーションの条件は以前我々が報告したように(3) ､ニトロセルロース膜
を使用し､ 5X SSC(1x SSC-0.15MNaCl,15mMNa3citrate,pH7･5),0･5%SDS,
bloking reagent, 100pg/mlのsalmon spermを使用し､ 680Cに保ちながらおこなった｡ ､
最終的にクローニングされたcDNAはStratageneのin vivo excision法を用いて作成した｡
cDNAのシークエンスはcDNAを､ sau日で部分切断したのち､ Bluescriptllに取込み､
sanger法を用いておこなった｡その解析は､ Gene Works (lntelliGenetics, lnc･,
Mountain View, USA)を用いたo
また､網膜内での発現の程度を知る目的で半定量的pcRをおこなった(7) ｡す
なわち網膜より4M guanidinjum thiocyanateと0.5% N-lauroyl sarcosineを利用して全
R N Aを抽出後(pharmacia Biotech lnc., Uppsala,Sweden)､ランダムプライマーにて













































スデューシンと似たような機能を持つことを推測させた｡また､ C r a 千 tらは(9) ､
フオスデューシン類似蛋白質が5'側のエクソンのスプライシングにより複数網膜に発現
していることを推測した｡塩基配列を示していないが､今回我々が得たcDNAのうち5'
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